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二
十
世
紀
以
後
の
自
然
災
害
で
最
大
の
死
者

を
発
生
さ
せ
た
の
は
一
九
七

0
年
に
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
襲
来
し
た
台
風
で
、
死
者
は
三

0
万
．

人
で
あ

っ
た
。

十
五
年
間
継
続
し
た
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
で
の
死
者
は
年
問
平
均
で
五
四
万
人
で
あ

る
か
ら
、
数
日
の
台
風
で
三

0
万
人
の
死
亡
は

戦
争
以
上
の
被
害
に
な
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ

と
は
自
然
災
害
も
戦
争
も
国
家
内
部
や
国
際
関

係
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
は
社

会
を
激
変
さ
せ
た
自
然
災
害
を
紹
介
す
る
。

世
界
を
変
革
し
た
ノ
ア
の
箱
舟

ノ
ア
の
箱
船
は
自
分
が
誕
生
さ
せ
た
人
間
の

堕
落
が
世
界
に
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
を
後
悔
し

た
神
様
が
人
間
を
一
旦
消
滅
さ
せ
よ
う
と
、
善

良
な
ノ
ア
の
家
族
に
、
様
々
な
動
物
を
数
頭
ず

つ
巨
大
な
木
製
の
箱
船
に
搭
載
し
て
避
難
す
る

こ
と
を
命
令
す
る
物
語
で
あ
る
。
用
意
が
で
き

た
七
日
後
に
四
十
日
間
も
継
続
す
る
洪
水
が
襲

来
し
て
す
べ
て
の
生
物
は
絶
滅
し
、
山
頂
に
漂

篇
し
た
箱
船
で
生
存
し
た
人
間
と
動
物
が
新
規

の
世
界
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
図
1
)。

こ
れ
は

「旧
約
聖
書
』
の

「創
世
記
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
内
容
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
十
九
世
紀
中
頃
に
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ

ー

フ
ラ
テ
ス
両
河
の
下
流
の
現
在
の
イ
ラ
ク
の
一

帯
で
、
紀
元
前
三
五

0
0
年
頃
か
ら
発
展
し
た

シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
が
粘
士
に
楔
形
文
字
で
記
録

し
た
文
章
が
大
量
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
解
読
さ

れ
た
内
容
の
一
部
に

「旧
約
聖
書
』
の
箱
舟
の

記
録
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
天
変
地
異
は
紀
元
前
五
六

0
0年
頃
に

発
生
し
た
事
実
と
推
定
さ
れ
、
巨
大
な
洪
水
に

翻
弄
さ
れ
た
箱
舟
が
漂
鶉
し
た
場
所
が
探
索
さ

れ
て
き
た
。
ト
ル
コ
東
部
の
国
境
付
近
に
あ
る

標
高
五
一
三
七
メ
ー
ト
ル
の
ア
ラ
ラ
ト
山
周
辺

が
有
望
と
さ
れ
、
数
多
く
の
探
索
の
結
果
、
一

九
五
九
年
に
ア
ラ
ラ
ト
山
か
ら
三

0
キ
ロ
ほ
ど

の
地
点
に
聖
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
箱
船
の
寸

法
に
類
似
し
た
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
が
、
本
物

か
ど
う
か
は
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
。

~ 

図1ノアの箱舟 (G.ドレ）
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図2ヴェスヴィオ火山噴火以前のポンペイ

古
代
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
ポ
ン

ペ
イ
の
消
滅

は
何
度
も
映
画
に
な

っ
て
有
名
で
あ
る
が
、

イ

タ
リ
ア
半
島
南
部
の
ナ
ポ
リ
の
南
東
二
五
キ
ロ

に
存
在
し
た
都
市
の
物
語
で
あ
る

（図

2
)。

消
滅
の
原
因
は
ナ
ポ
リ
と
の
中
間
に
あ
る
標
高

―
二
八
一
メ
ー
ト
ル
の
ヴ

ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
の

噴
火
で
あ
る
。
ポ
ン
ペ
イ
を
消
滅
さ
せ
た
西
暦

七
九
年
八
月
二
十
四
日
の
噴
火
以
前
に
も
噴
火

は
何
度
も
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
噴
火
は
巨

大
で
あ
っ
た
。

巨
大
噴
火
以
前
の
六
二
年
に
も
地
舞
に
よ
り

古
代
ロ
ー
マ
の
生
活
を
保
存
し
た
火
山
噴
火

チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
が
十
三
世
紀
初
頭
に
創
設

し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
急
速
に
発
展
し
、
五
代

皇
帝
ク
ビ
ラ
イ

・
カ
ン
が
在
位
し
た
十
三
世
紀

後
半
に
は
極
東
か
ら
東
欧
ま
で
を
支
配
す
る
史

上
有
数
の
巨
大
国
家
へ
発
展
し
て
い

っ
た
。
そ

れ
ま
で
は
陸
路
で
の
侵
攻
で
あ
っ
た
が
、
ク
ビ

神
風
の
加
護
で
決
着
し
た
蒙
古
襲
来

崩
壊
し
、
火
災
に
よ
り
ポ
ン
ペ

イ
は
消
滅
し
た

が
、
皇
帝
｀
ネ
ロ
が
噴
火
の
十
七
年
前
に
再
建
し

た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
七
九
年
の
惨
事
の
様
子

は
火
山
の
山
麓
に
居
住
し
て
い
た
歴
史
学
者
タ

キ
ト
ゥ
ス
の
夫
人
の
要
請
で
現
地
に
到
達
し
た

地
中
海
艦
隊
司
令
官
で
博
物
学
者
で
も
あ
る
大

プ
リ
ニ
ウ
ス
に
同
伴
し
た
甥
の
小
プ
リ
ニ
ウ
ス

が
記
録
し
て
い
る
が
、
救
援
の
た
め
上
陸
し
た

大
プ
リ
ニ
ウ
ス
は
死
亡
し
て
し
ま

っ
た。

六
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
降
灰
に
埋
没
し
た
ポ

ン
ペ

イ
は
や
が
て
忘
却
さ
れ
る
が
、
十
八
世
紀

に
な
っ
て
工
事
の
最
中
に
古
代
ロ
ー

マ
の
貨
幣

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
都
市
が
発
掘
さ

れ
、
十
九
世
紀
に
な

っ
て
全
貌
が
明
確
に
な

っ

た
。
石
畳
の
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
も
発
掘
さ

れ
都
市
全
体
が
歴
史
的
博
物
館
に
な

っ
て
い
る

が
、
生
活
し
て
い
た
状
態
の
ま
ま
の
人
々
の
遺

骸
も
多
数
発
掘
さ
れ
て
展
示
さ
れ
、
火
山
の
恐

怖
を
現
代
に
伝
承
し
て
い
る
。

図3海没するモンゴルの軍船（葛飾為斎）

ラ
イ
は
海
路
で
の
侵
攻
を
画
策
し
、
南
方
の
ジ

ャ
ワ
に
存
在
す
る
マ
ジ
ャ
パ
ピ
ト
王
国
、
東
方

の
日
本
海
沖
に
存
在
す
る
島
国
の
日
本
を
征
服

す
べ
く
作
戦
を
開
始
す
る
。

ま
ず
―
二
六
八
年
に
日
本
に
使
節
を
派
遣
し

て
服
属
を
要
求
す
る
国
書
を
手
交
す
る
が
、
直

後
に
弱
冠
十
八
歳
で
八
代
執
権
に
就
任
し
た
北

条
時
宗
は
返
答
を
し
な
か

っ
た
た
め
、
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
と
属
国
と
な

っ
た
朝
鮮
半
島
の
高
麗
と

の
連
合
軍
隊
が

―
二
七
四
年
の
「
文
永
の
役
」

と
―

二
八
＿
年
の

「弘
安
の
役
」
の
二
回
、
海

路
で
九
州
北
部
を
攻
撃
し
て
き
た
。
そ
の
時
期
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に
時
宗
は
弱
冠
二
十
四
歳
で
あ

っ
た
が
全
国
の

武
士
を
招
集
し
毅
然
と
対
戦
し
た
。

こ
こ
か
ら
有
名
な
展
開
に
な
る
。
日
本
の
武

士
は
上
陸
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
兵
士
と
戦
闘
す
る

が
優
勢
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
回
と
も

台
風
が
対
馬
海
峡
に
襲
来
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
兵

士
の
多
数
は
陸
上
の
戦
闘
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、

台
風
に
よ
る
軍
船
の
沈
没
に
よ
り
溺
死
し
撒
退

し
た

（図

3
)。
文
永
の
役
で
は
モ
ン
ゴ
ル
の

死
者
は
一
万
三
五
0
0
人
、
弘
安
の
役
で
は

一

二
万
人
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、

ニ

度
の
台
風
は
「
神
風
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

日
本
の
面
積
の
三

0
％
弱
の
島
国
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
は
北
米
プ
レ
ー
ト
と
ユ

ー
ラ
シ
ア

・
プ
レ

ー
ト
の
境
界
の
真
上
に
あ
る
た
め
、
約

一
三
〇

の
火
山
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
三
二
は
現
在
も

活
動
し
て
い
る
火
山
王
国
で
あ
る

（図

4
)。

そ
の
一
っ
で
あ
る
標
高

一
七
二
五
メ
ー
ト
ル
の

ラ
キ
火
山
が
一
七
八
三
年
六
月
に
噴
火
し
、
大

量
の
溶
岩
が
周
辺
に
流
出
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

有
害
な
物
質
も
膨
大
に
空
中
に
噴
出
さ
れ
、
氷

河
も
溶
解
し
て
水
害
も
発
生
し
た
。

こ
の
噴
火
は

一
七
八
五
年
ま
で
継
続
し
た
結

果
、
家
畜
が
大
量
に
死
亡
し
、
農
業
も
壊
滅
状

態
に
な
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
人
口
の
二
割

ラ
キ
火
山
の
噴
火
に
よ
る
革
命

に
相
当
す
る
約
九
三
0
0
人
の
人
々
が
食
料
不

足
で
死
亡
し
た
。
さ
ら
に
噴
煙
が
広
範
に
拡
散

し
て
太
陽
光
線
を
遮
断
し
た
う
え
、
太
陽
活
動

も
低
下
し
て
地
球
全
体
が
寒
冷
と
な
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ
北
部
、
東

南
ア
ジ
ア
も
飢
饉
と
な
り
、
世
界
で
六

0
0
万

人
以
上
が
餓
死
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

ラ
キ
火
山
の
噴
火
か
ら
六
年
が
経
過
し
た
一

七
八
九
年
七
月
十
四
日
に
民
衆
が
パ

リ
の
バ
ス

テ
ィ
ー
ユ
牢
獄
を
襲
撃
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

発
端
と
な
る
が
、
主
要
な
原
因
が
ラ
キ
火
山
噴

火
に
よ
る
食
料
不
足
と
さ
れ
る
。
日
本
で
は
ラ

キ
火
山
噴
火
と
同
一
の
一
七
八
三
年
七
月
か
ら

の
浅
間
山
大
噴
火
に
よ
る
天
明
の
飢
饉
が
発
生
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図4アイスランドの火山分布

し
、
老
中
が
田
沼
意
次
か
ら
松
平
定
信
に
交
代

し
、
寛
政
の
改
革
が
実
現
す
る
。
い
ず
れ
も
火

山
噴
火
が
も
た
ら
し
た
社
会
革
命
で
あ

っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
を
敗
走
さ
せ
た
寒
気

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
へ

の
遠
征
で
次
々
と
勝
利
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン

・
ボ

ナ
パ
ル
ト
は
一
八

0
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
と

な
る
が
、
そ
の
絶
頂
か
ら
転
落
し
た

一
歩
が
口

シ
ア
と
対
戦
し
た
モ
ス
ク
ワ
遠
征
で
あ
る
。
四

二
万
人
の
兵
士
と
と
も
に

一
八
―
二
年
六
月
に

モ
ス
ク
ワ
を
目
指
し
て
出
発
し
た
が
、
ロ
シ
ア

は
十
八
世
紀
初
頭
に
カ
ー
ル
ニ
世
の
指
揮
す
る

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
北
方
戦
争
と
同
様
、
次
々

と
後
退
す
る
戦
略
で
対
応
し
た
。

九
月
に
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
は
モ
ス

ク
ワ
の
手
前
の
ボ
ロ
デ
ィ
ノ
に
到
達
し
、
多
数

の
犠
牲
を
支
払
い
な
が
ら
攻
略
し
て
モ
ス
ク
ワ

に
入
場
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
は
ク
レ
ム
リ
ン
宮

殿
で
越
冬
す
る
計
画
で
あ

っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は

宮
殿
に
放
火
し
て
退
却
し
、
食
料
も
廃
棄
さ
れ

て
お
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
は
野
営
す
る
こ

と
に
な
る
。
寒
気
が
接
近
し
て
き
た
十
月
に
は

退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
退
路
の
途
上
の

集
落
で
も
食
料
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

す
で
に
気
温
は
零
下
に
な

っ
て
い
た
が
、
兵

士
は
夏
服
し
か
用
意
が
な
か

っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
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南
米
大
陸
の
ア
ン
デ
ス
山
地
が
原
産
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
一
五
九
0
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
到

移
民
の
契
機
と
な
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢
饉

ン
は
再
起
の
準
備
の
た
め
と
い
う
理
由
で
十
二

月
十
八
日
に
パ
リ
に
帰
還
し
た
が
（
図

5
)
、

兵
士
は
騎
馬
で
奇
襲
し
て
く
る
コ
サ
ッ
ク
の
兵

士
に
殺
裁
さ
れ
る
か
凍
死
す
る
か
で
、
バ
リ
に

帰
還
で
き
た
の
は
少
数
で
あ

っ
た
。
こ
の
モ
ス

ク
ワ
遠
征
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
は
戦
闘
で
の

被
害
は
わ
ず
か
で
あ

っ
た
が
、
寒
気
と
い
う
難

敵
に
は
ま
っ
た
＜
刃
向
か
え
な
か
っ
た
。

― 
雫

彊

図5退却するナポレオン

図6ジャガイモ飢饉追悼碑

来
し
た
。
当
初
は
鑑
賞
植
物
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
土
壌
で
も
生
育
す
る

の
で
、
次
第
に
食
用
植
物
と
し
て
普
及
し
て
い

っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
同
様
で
、
十
八
世
紀

初
期
に
は
主
要
作
物
に
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
の

時
期
か
ら
疫
病
の
流
行
で
何
度
か
不
作
に
な
っ

て
い
た
が
、

一
八
四
五
年
に
歴
史
的
転
換
点
と

な
る
疫
病
が
発
生
し
た
。

当
初
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
豊
作
の
見
込
み
で
あ

っ
た
が
、

初
夏
か
ら
濃
霧
が
頻
繁
に
発
生
、
さ

ら
に
九
月
に
葉
枯
れ
病
が
流
行
し
て
凶
作
に
な

っ
た
（
図

6
)
。
翌
年
も
豪
雨
と
寒
気
の
影
響

で
不
作
と
な
り
、
地
代
の
支
払
え
な
い
農
民
は
、

一
八
四
七
年
の
二
五
万
人
を
皮
切
り
に
、
英
語

の
通
用
す
る
ア
メ
リ
カ
に
、
次
々
と
移
住
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
四
一
年
に

は
八
二

0
万
人
で
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人

口
は
十
年
後
に
は
六
八

0
万
人
に
減
少
し
た
。

そ
れ
以
後
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ

へ
の
移
民
は
増
加
し
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
人

口
の
―
二
％
に
相
当
す
る
三
六

0
0
万
人
は
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
あ
り
、
三
六
代
ケ
ネ
デ
ィ
、

四
0
代
レ
ー
ガ
ン
、
四
二
代
ク
リ
ン
ト
ン
、
四

六
代
バ
イ
デ
ン
な
ど
四
人
の
大
統
領
も
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
系
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
映
画
俳
優

や
運
動
選
手
に
は
多
数
存
在
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
疫
病
が
現
代
の
ア
メ
リ
カ
の
相
当
部
分
を
誕

生
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

紀
元
一

0
0
0年
頃
の
人
類
の
平
均
寿
命
は

二
十
四
歳
程
度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
世
界

平
均
で
六
十
七
歳
程
度
で
あ
り
、
藩
実
に
長
寿

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
紹
介
し
た
よ

う
に
戦
争
、
災
害
、
疫
病
な
ど
に
よ
り
平
均
寿

命
が
一
気
に
短
縮
し
た
地
域
や
時
期
が
何
度
も

存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
人
類
の
宿
命
で
回

避
で
き
な
い
が
、
そ
の
危
機
を
ど
の
よ
う
に
克

服
し
て
い
く
か
が
人
類
の
課
題
で
あ
り
、
今
回

紹
介
し
た
事
例
も
参
考
に
な
る
。
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